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名古屋大学工学研究科 総合エネルギー工学専攻 
エネルギー安全工学講座  

エネルギー環境計測工学グループ 
富田英生(准教授)、向井もも(特任助教 4 月末まで)、劉 寧武（特任助教 11 月～） 
博士前期課程 5 名、学部 3 名 (2024 年度の実績) 

研究分野と研究方針 

【概要】 
本研究グループは、エネルギー量子を活用したエネルギー分野の計測や環境計測の研究開発と医

療・創薬、原子核物理、社会安全などに関連した多様な量子センシング応用に関する教育・ 研究を行っ

ている。特に、放射線とレーザーを融合した計測技術体系の構築とエネルギー応用に展開することを推し

進めており、レーザー共鳴イオン化分光技術の高度化、高感度赤外領域吸収分光を用いた同位体分析

技術の開発等に取り組んでいる。 
 

【キーワード】 
量子ビーム、レーザー、同位体分析、質量分析、レーザー分光、キャビティリングダウン分光、共鳴イオン

化、光周波数コム、放射性核種、放射性炭素 
 
【主な研究と内容】 
先進波長可変レーザーを用いた極微量放射性核種分光・分析法の開発と応用 

波長可変レーザーと飛行時間型質量分析器を組み合わせた装置で、共鳴イオン化現象を利用し、特

定の極微量核変換生成同位体のみを超高感度・高選択的に検出・分析する計測技術の開発を行ってい

る。特に、用途に応じた独自仕様の波長可変 Ti:Sapphireレーザー光源を設計・試作することで、集束イオ

ンビームによる２次中性原子生成とレーザー共鳴イオン化を組み合わせた同位体マイクロイメージングに

よる環境中放射性微粒子の動態解明や短寿命放射性核種の原子核構造解明のための高分解能レーザ

ー共鳴イオン化分光に関する種々の共同研究を展開している。 
また、数十 cm長さの光学キャビティの中でレーザー光を超多重反射させることにより数 km長の光路を

実現するキャビティリングダウン吸収分光法に、狭帯域波長可変レーザー光源を使うことで、特定の同位

体分子種の濃度を高感度、高選択的、かつ高精度に測定する技術開発を行っている。特に、極微量の放

射性炭素同位体（14C）分析のための中赤外キャビティリングダウン分光システムの開発に成功し、医薬品

開発における薬物動態試験などへ応用する共同研究を進めている。 
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キャビティリングダウン分光に基づく放射性炭素同位体分析、トリチウム分析、微量分子分析法の開発

に取り組んだ。また、共鳴イオン化に基づく微量放射性物質・微量元素の分析を念頭に、局所的な原子

化に対する共鳴イオン化質量分析法の開発を進めた。 
 
 
【本年度の研究成果発表の概要】 

 国内会議発表 国際会議発表 国際会議予稿 学術論文 
教員 25 12 4 5 
学生 11 3 1 4 

本年度の卒業論文・修士論文・博士論文のタイトル 

【卒業論文】 
・レーザーアブレーションを用いた高分解能共鳴イオン化分光の基礎研究 
・任意制御光周波数 comb を用いた近赤外キャビティリングダウン分光法の基礎研究 
・Time over Threshold を用いたキャビティリングダウン分光における減衰信号取得法の開発 
 
【修士論文】 
・高精度 CO2同位体分析のための中赤外キャビティリングダウン分光システムの開発 
・局所的な原子化に対する共鳴イオン化質量分析の最適化に関する基礎検討 
 

その他・特記事項 
[教育活動] 
・指導する修士課程学生が ATOM による海外派遣に採択され、国際原子力機関で 6 ヶ月インターンシッ

プを行った。 
・留学生 （M1 1 名、JUACEP プログラム 1 名、NUPACE 1 名）を受け入れ、指導した。 
・タイ・チュラロンコーン大のインターンシップ学生を 2 名（2 ヶ月）を受け入れた。 
 
[研究活動] 
・JST CREST 革新光における西澤プロジェクト（代表 名大工 西澤教授）に参画し、レーザー分光による環

境計測手法の開発を推進した。 
・環境同位体分析手法の開発に関する共同研究（科研費基盤研究 B）を推進した。 
・科研費学術変革 B「光子対診断治療学の創生」の計画研究として、量子センシングと核医学の融合を目

指す研究に取り組んだ（計画共同研究代表）。 
・JAEAとの共同研究の一環として、多元素迅速分析を実現するためのレーザー光学系自動制御システム

の開発を推進し、福島第一原子力発電所廃炉のための開発に貢献した。 
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・放射線工学に関連する一連の学術団体が主催・共催・後援する「次世代放射線シンポジウム」について、

組織・運営する WG に参加し、学生・若手研究者の教育・人材育成を行なうシンポジウムを開催した。 
・国際会議 ISORD-12（東京大学、2025 年 6 月）のプログラム編集委員、国際会議 IEEE-NSS/MIC2025
（パシフィコ横浜、2025 年 11 月）の現地実行委委員を務めた（2025 年度まで継続）。 

・応用物理学会放射線分科会が発行する「放射線」の創刊 50 周年記念号について編集委員として関わ

った。 
・国内学会（4 件）および国際会議・サマースクール（2 件）にて招待講演を行った。 
・研究成果についての特許出願を 2 件行った。 
 
[産学連携・社会活動] 
・脱炭素社会創造センターの兼任教員として、民間２社との共同研究を実施し、脱炭素にむけた計測手法

の開発を進めた。 
・2024 年 9 月に名古屋大学と島津製作所の 14C 分析に関する取り組みが経済産業省 特定新需要開拓事

業活動として認定された。また、標準化と知的財産を一体的に活用するオープン＆クローズ戦略の策

定・活用を促進する OCEAN プロジェクトに採択され、活動した（認定事業者:島津製作所、共同実施者：

名古屋大学）。 
・中学校・消防学校における放射線・放射能の理解促進のための出前講義 6 件、WWL に関係した高校

生向けのレーザー・光に関する講義・実習１件を実施した。 
・日本原子力学会放射線工学部会運営委員などとして、国内学術コミュニティの活性化に貢献した。 
・応用物理学会放射線分科会における主要な賞について、選考委員会委員を務めた。 
 
 
[その他(診療活動,教育研究支援活動)] 
・国際原子力人材育成大学連合ネットワークによる原子力教育基盤整備モデル事業（大学連合 ATOM）

にて委員として活動した。 
・原子力分野における大学連携ネットワーク (JNEN)にて連携協力推進協議会委員・企画調整分科会委

員・共通講座 担当として活動した。 


	研究分野と研究方針
	2024年度の研究・教育の概要
	本年度の卒業論文・修士論文・博士論文のタイトル


